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Ⅲ-09 棚卸日設定処理 
ｃｚ 

棚卸日設定の役割 

棚卸日設定で各拠点に棚卸日を指定することで、期中棚卸が可能となります。 

 

 

棚卸日設定 設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作上の注意 
 

①項目移動について 

項目移動は  Enter キーまたはマウス操作で可能です。 

項目により移動は矢印（← →）キーでも可能です。 

 

 

 

 
 

棚卸実施日 

設定した日付で

棚卸数をNBS上

に 反 映 さ せ ま

す。設定日の営

業終了時点での

在庫数を入力し

てください。 

 

棚卸確定日 

棚卸をとり終わ

るまでの期限を

設定します。 

確定日を過ぎる

と PDA 端末から

のデータは NBS

上に取り込まれ

ません。 

 

棚卸確定 

棚卸確定にチェ

ックが入ってい

る拠点は【11-実

棚確定処理】の

対象となります。 

 

棚卸確定日が過

ぎると、自動的

にチェックが入り

ます。 
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操作方法 

1. 棚卸実施日  

 それぞれの拠点で棚卸実施日を設定します。各拠点の棚卸が始まる前までに入力してください。 

 設定した棚卸実施日の営業終了時点の実棚数を登録してください。 

 棚卸をとらない拠点は棚卸実施日を空欄にします。 

                      

                      に日付をセットすると、棚卸実施日に一括で日付をセットすることができます。 

 既に、棚卸確定にチェックが入っている拠点は変更されません。 

  

 画面右上にある「得意先グループ」を指定すると、表示される拠点を 

 必要な拠点に絞り込むことが出来ます。 

 一括設定は、表示されている拠点のみが対象となります。 

  （※グループの設定についてはマスターメニュー内「設定」→【03：グループ設定】から設定可能） 

 

 

2. 棚卸確定日 

 各拠点の棚卸作業終了期限を棚卸確定日に入力します。 

 追加登録を行いたい場合は在庫処理の【05-実棚入力】より手入力して下さい。 

 

 

 

3. 棚卸確定  

 棚卸入力完了後、該当拠点の棚卸完了欄にチェックをつけます。 

 棚卸確定後在庫処理の【11-実棚確定処理】を行ってください。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

棚卸確定日を過ぎた場合、PDA（ハンディーターミナル）からの棚卸データは 

PDA データ転送時にエラーとなり、NBS には取り込まれません。 

※ 棚卸確定日を過ぎると、自動的に棚卸確定にチェックが入ります。 

チェックをはずしたい場合は確定日を当日より先の日付に 

設定し直して下さい。 

※ 棚卸確定にチェックを入れると、PDA 端末からのデータ受信を規制できます。 

棚卸確定日前であってもチェックを入れることは可能です。 

※ 棚卸確定がされていないと、実棚確定処理対象となりません。 
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4. 更新ボタン 

 更新ボタンで編集内容が反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

5. 中止ボタン 

 中止ボタンで処理を中止します。 

 

 

6. 終了ボタン 

 終了する場合は終了ボタンを押し、在庫処理画面へ戻ります。 
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＜棚卸期間設定＞ 

棚卸実施期間設定とは、棚卸期間を設定すると、その設定期間から棚卸確定日を自動で表示する機能です。 

 

操作方法 

例 ： 棚卸実施日  → 2016/08/31 

    棚卸期間  → 5 日 

    棚卸確定日 → 2016/09/05（この日付が棚卸期間に従って自動で入ります） 

 

1. 画面左上の処理から「棚卸期間設定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

2. 棚卸期間を入力し、設定ボタンを押します。 


